






研究目的 

近年,全国的に NICUの設置の気運が高まりさらに regionalization の確立と相まって新生

児医療施設における医療は著しい進歩をとげた。その結果として極小未熟児や重篤な呼吸

障害,外科的奇型などを合併した新生児の救命率はよくなり,後障害のない救命の可能性も

大きくなって来た。しかし,仮死新生児に対しては現在なおその対策は不満足な状態にあり,

今後さらに一歩進んだ周産期医療の確立がさけぼれている。 

このような点からわれわれは,一般産科施設(院外)と救急産科施設(院内)からの NICU 入院

児における仮死新生児の予後調査を比較検討し同時にわれわれの地域における一般産科施

設の分娩管理の実態調査を行った。さらに NICUまでの搬送における新生児の状態把握のた

めの簡易スコアリングを作成し,その試用により,リスクスクリーニングを試み,異常新生

児の早期発見とその対策について,現状の問題点を検討することを研究の目的とした。 


